
   

  

 

 

■定義 

術後疼痛管理チームが回診した回数 

× 100 ＝術後疼痛管理チームの回診実施率 加算対象患者数 

（IV‐PCA ポンプ使用患者、硬膜外麻酔、神経ブロック施行患者数） 

■指標の解説 

 多職種からなる術後疼痛管理チームが痛みの管理を実施し、術後の痛みを緩和することは早期

離床を促し、合併症予防等の効果が期待できる。患者さんの自立度を促進させ QOL の向上につな

がる指標となります。実施率が 100％を超えるのは加算対象外の術後患者にも回診を実施してい

るという指標となります。 

■改善活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,543 1394

110.7%

2024年度

回診実施した回数 加算対象患者数 術後疼痛管理チームの回診実施率

D 

術後疼痛管理チームの回診実施率 

Do 

A 
Check 

P ・術後疼痛管理チームによる術後回診実施 100％ 

・術後の痛みを緩和して早期離床促す 

 

（活動計画） 

・術後疼痛管理チームの定期的回診 

・多職種カンファレンスの実施 

C 

Plan 

Action 

・特定看護師 2 名を活用し、術後疼痛管理チーム

の回診（月～金 9:30～11:00）を実施した。また、

回診を 11:30 まで延長できるように業務調整を

実施した。 

・多職種カンファレンスの実施 

（上半期） 

回診時間を 11:30 まで延長したことにより、対象患

者を拡大していけた。 

（年度末） 

看護師の体制を整備し、回診時間の拡大につながっ

ている。薬剤師の体制を整備することによりさらな

る拡大が見込める。 

加算対象外の患者に回診数を増やし、より多くの患

者に質の高い疼痛管理を行い、患者の早期回復につ

なげる。 

(下半期) 

NRS 以外での評価方法の検討 

 

(年度末) 

患者満足度調査に、術後の疼痛管理について追加

できるか調整中 


